






要約:2 年以上経過した川崎病既往児の長期フォローアップ,予後について経過観察された

273 例に対して検討した。急性期に冠動脈障害を認めなかった例および軽度の拡大性病変

の例で遠隔期に問題のあったものはいなかった。また,冠動脈瘤,拡大の消退が認められた

例の 90%は 1 年以内に消退を認めた。冠動脈瘤を認めた 49 例中,狭窄または閉塞に進行し

た例は 24%であった。 


